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日出学園中学校・高等学校
武善 紀之

本郷高校 教職員研修

生成AIセミナー２

生成AIで変わる社会と教育
「最新動向」「体験」から考える

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/

Web公開用

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/


自己紹介



自己紹介

名前 武善紀之（たけよし のりゆき）

所属 私立 日出学園中学校・高等学校 教諭
所在地：千葉県市川市 ※幼稚園・小学校併設

教科 情報科 1２年目（＋数学,公民,技術,社会,保健）

現在 高3担任・進路指導部・パソコン部顧問

年齢 34歳

出身 筑波大学情報学群情報メディア創成学類

好きなもの ペンギン

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/


• 教科書執筆
• 情報科「新編情報Ⅰ」「情報ⅠStep Forward!」

「情報Ⅱ」（東京書籍）

• 予備校
• 「ベーシックレベル情報Ⅰ」講師（スタディサプリ）

• 教育番組
• NHK高校講座「情報Ⅰ」監修講師（NHK)

• 教員研修
• GIGA スクールにおける学びの充実「高等学校情

報教員指導力向上事業」 （文部科学省）

• GIGA スクール「情報Ⅱ」高等学校情報科等強化に
よるデジタル人材の供給体制整備支援事業（文部
科学省）

「情報科」関連の主な兼職



研修は昨年度にも実施(2025/1/11)



• アンケートを実施いただきました。ありがとうございました。

• 本日は２部制です。

•目標：全教員が生成AIについて知り、触る経験をする！

第１部 全体講義（４０分）

目的：至近な使い方だけではなく,時代的な長尺でAIを見る

移動・休憩（１０分）

第２部 経験段階ごとに実践（※無線LANの都合） （30分）

本日の主旨
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※一部，松尾先生の講演会を参考に作成。
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AIの概要と社会変化

（おまけ)日出学園ICTの推進事例

2

具体的な利用場面

教育界におけるAI



代表的な生成AIサービス

Gemini(Google)、ChatGPT(OpenAI)など。

使ったことありますか？



そもそもAIとは？そ



AI（人工知能）の歴史 AIには３つのブームがあった！
（画像）
AI（人工知能）とは？定義や歴史、活用事例まで徹底解説｜Ｓｋｙ株式会社
https://www.skygroup.jp/media/article/2569/

https://www.skygroup.jp/media/article/2569/


• Teahcable Machine

https://teachablemachine.withgoogle.com/

第３次ブームの学習とは？

https://teachablemachine.withgoogle.com/


生成AIの非常に簡単なメカニズム

LLM
Large
Language
Model
大規模言語
モデル

確率による
判断 （画像出典）文部科学省 初等中等教育段階における 生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン

https://www.mext.go.jp/content/20230718-mtx_syoto02-000031167_011.pdf
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• Gemini(Google)、ChatGPT(OpenAI)など。

話題の生成AIとは？

（画像出典）文部科学省 初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン(Ver. 2.0)【概要】
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
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生成AIの能力



Googleの最新動画生成モデル Veo3(2025年5月)

https://www.youtube.com/watch?v=x_x-JAAKSvU

登場人物の音声、背景音も含めた音声付き動画を自動生成可能に

https://www.youtube.com/watch?v=x_x-JAAKSvU
https://www.youtube.com/watch?v=x_x-JAAKSvU
https://www.youtube.com/watch?v=x_x-JAAKSvU


（スライド出典）松尾 豊「AIの最新動向とエコシステムの展開」,情報通信政策に関する政策評価に係る有識者会合（第4回）、2025年4月17日、総務省
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/policyreports/joho_tsusin/02tsushin10_04000655.html
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（スライド出典）松尾 豊「AIの最新動向とエコシステムの展開」,情報通信政策に関する政策評価に係る有識者会合（第4回）、2025年4月17日、総務省
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/policyreports/joho_tsusin/02tsushin10_04000655.html

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/policyreports/joho_tsusin/02tsushin10_04000655.html


（スライド出典）松尾 豊「技術者の役割・未来」第6回世界エンジニアリングデー記念シンポジウム講演資料、
公益社団法人 日本工学会、2025年。 https://www.jfes.or.jp/wed/list-wed-sympo-speakers2025.php
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詳しくは……



（スライド出典）松尾 豊「生成AIの進展と保健医療における活用可能性」保健医療分野AI社会実装推進シンポジウム、2024年3月
25日、厚生労働省。 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_36411.html

通常の機械学習では、パラメータが多いことは過剰適合につながるはず

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_36411.html


過剰適合(Overfitting)とは？ 「情報Ⅱ」東京書籍 紙面より



（スライド出典）松尾 豊「生成AIの進展と保健医療における活用可能性」保健医療分野AI社会実装推進シンポジウム、2024年3月
25日、厚生労働省。 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_36411.html

(武善注)
Grokking(理解)の瞬間

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_36411.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_36411.html
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①頭脳労働の代替 → AIエージェント

特定タスクの自律的実行

今後の技術進展の見通し



• https://www.youtube.com/watch?v=_uBg6syzXhk

AIエージェント事例（25年5月,米Google）

特定のタスクを自律的に実行
Googleのブラウザ操作AIエージェント「Project Mariner」
もっとも有名なポスト印象派の画家を探し,見つけ,絵の具を購入し
てほしい。

現在はLLMを通じて、作業を行っているが

https://www.youtube.com/watch?v=_uBg6syzXhk
https://www.youtube.com/watch?v=_uBg6syzXhk


野村総研が2015年に発表した「AIに代替される可能性が高い職業、低い職業」リスト

https://www.nri.com/content/900037164.pdf

代替されにくい
コピーライター、シナリオライター、グラフィックデザイナー、プログラマー、
ソフトウェアエンジニアなど

代替される可能性が高い
介護職員、保育士、調理人、自動車整備工、配管工、建設作業員、

警備員、タクシー運転手など

ほとんど真逆……？

AIに代替される職業(2015)

https://www.nri.com/content/900037164.pdf
https://www.nri.com/content/900037164.pdf
https://www.nri.com/content/900037164.pdf


①頭脳労働の代替 → AIエージェント

特定タスクの自律的実行

②肉体労働の代替 → ロボット

更に……



生成AIのロジックはロボットにも応用できる

（画像出典）文部科学省 初等中等教育段階における 生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン
https://www.mext.go.jp/content/20230718-mtx_syoto02-000031167_011.pdf
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• 米Figure.AI社は、独自開発のAI “Helix”を使用したヒューマノイドロ
ボットを発表。

https://www.figure.ai/news/scaling-helix-logistics

ロボットの自律的長時間作業(25年5月,米Figure.AI）

https://www.figure.ai/news/scaling-helix-logistics
https://www.figure.ai/news/scaling-helix-logistics
https://www.figure.ai/news/scaling-helix-logistics
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https://www.figure.ai/news/scaling-helix-logistics


AGI（Artificial General Intelligence；汎用人工知能）
• 人間と同等以上の知能を持った人工知能
• 人類史上初めて、「認識」「判断」「思考」を人間以外のものに置換できる
• 組織の形が変わる。 現在は人間の認知的制約をもとに組織の構造が決

まっている
• ノウハウが人間ではなく、データ、AIに蓄えられるようになる。
• AIの性能が、企業・国家・政治の競争力にも直結する。

AGI（汎用人工知能）の誕生

（参考）松尾 豊「AIの最新動向と今後の展望」,生成AIの利用に関する夏季公開学習会（2025年7月29日,令和7年度）

• AGIの登場は「シンギュラリティ（技術的特異点）」の始まりとなる
• シンギュラリティ

自らを改良・進化させる能力を持つようになることで、人間の知能を超
えるAIが爆発的に進化を始める（ (1.01)^X → ∞ )

• 最近はASI（Artificial Superintelligence，人工超知能）の議論も



• AIは「Artificial Intelligence(人工的知能）」ではなく、

「Alien Intelligence（異質な知能）」である。

• 現代は既に,アルゴリズムが国際社会や政治を動かしている

• 生成AIの出現が、この状況を加速させる？

・国家間のAI格差の拡大、少数モデルによる寡占化

・商業利益主義の加速（規制・安全が置き去りに）

• 「対話」という人間の財産が機能しなくなる

生成AIが社会に与える影響に関するおすすめ本

NEXUS 情報の人類史（ユヴァル・ノア・ハラリ）

『サピエンス全史』『ホモ・デウス』の方の最新刊。



（画像出典）国立研究開発法人 科学技術振興機構 研究開発戦略センター「人工知能研究の新潮流 2025～基盤モデ
ル・生成AIのインパクトと課題～」報告書（CRDS-FY2024-RR-07）, JST, 2025年3月

生成AIによって深刻化するさまざまなリスク
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AIの概要と社会変化

（おまけ)日出学園ICTの推進事例

1

具体的な利用場面

教育界におけるAI



文科省の対応はかなり速い

• 2022年11月

ChatGPT(GPT-3.5ベース)リリース(2022年11月)

• 2023年7月4日

初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫定的な

ガイドライン

• 2024年12月26日

生成AIガイドラインVer2.0公表

今までの「ICT教育」は「ICT化が遅れている教育界」だったが…

「生成AI」は現在進行系で全てが進んでいる！



• 生成AIパイロット校を2023年度（令和５年
度）より指定

先日もイベント

生成AIの利用に関する夏季公開学習会

2025/7/29 (火) 13:00～16:00

※松尾先生も登壇→

文科省の対応はかなり速い



都立AI運用開始（2025年5月12日～）

https://www.kyoiku.metro.toky
o.lg.jp/information/press/2025/
05/2025051201





次期学習指導要領

教育課程部会 教育課程企画
特別部会（第11回） 配付資料

https://www.mext.go.jp/b_m
enu/shingi/chukyo/chukyo3/1
01/siryo/mext_00012.html



レコード会社

レコード → CD → 配信

レコード会社は配信で完全な業務形態転換に

紙の教科書 → デジタルの教科書 → 生成AI

生成AIが教育現場に与える影響はこれに近い

今までの形が明らかに変わる

わかりやすい変化



「生成AIのステップ」は「ICTのステップ」と同じ

（出典）2021年度（令和3年度） 教育政策室 指導の重点・主な施策 電子データより（戸田市）
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/373/kyo-seisaku-r03sidouzyuten.html
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AIの概要と社会変化

（おまけ)日出学園ICTの推進事例

1

具体的な利用場面

教育界におけるAI



2014- 中高 非常勤講師（数学）

2015-2017 中高  専任教諭（数学・情報）

2018-2020 法人企画室 ICT推進チームリーダー

2020- コロナ禍

2021- 中高 専任教諭

2021-2022 （後期）南極教員派遣

2022-2023 生徒会主任（≒行事担当）

2023- 高校担任（進路指導部）

自己紹介年表

現場

裏方

現場



オンライン環境整備の歩み

生徒

保護者

教師

<クラウド環境整備の歩み>
※いわゆるLMS。課題配信・ファイル共有サービスなど

2016 ・Aipo及びメールサーバ廃止に伴い,Google for Education加入
       (Gmailのみ運用→全教職員が外部とのやり取り可能に）
・Google Classroomの試験運用（学校内1クラスのみ）

2017 ・Google Classroomの全校運用開始（希望学年,教科等が個別に）
2018 ・Google Classroomの全員運用開始,職員会議はClassroomで

（オリエンテーションで登録→生徒・教員共に不評）
2019 ・Classiサービス並列運用開始

（オリエンテーションで登録→生徒・教員共に好評、しかし定着せず）
2020 コロナウイルスによる休業措置

・二足の草鞋で運用開始；これが極めて役に立った！
クラウドサービスは掛け持ちにしておくことが望ましい。

<学内ハード環境整備の歩み>
2018 ・第1次学園内無線環境増強

・PHS更改に伴い,全教職員にスマートフォン貸与（SIM付）
2019 ・全教職員にWebカメラ付きノートPC貸与(可搬性重視,CD未搭載）

・学園サーバのクラウド化（既存サービス＋ファイルサーバはGfEへ移行）
・第2次学年内無線環境増強

2020 コロナウイルスによる休業措置
・在宅勤務を原則とし、PC及びスマートフォンを持ち帰り活用

＞学内データに在宅ログイン可能
 ＞学校宛Telを教員貸与スマホに転送可能

学校貸与

学校貸与

クラウド(いわゆるLMS) 学内ハード生徒端末

<生徒端末整備の歩み>
2017 ・iPad試験導入(小・中高 各10台）
2019 ・PC教室端末のノート化（小・中高 各42台）

 ・Chromebook導入（中高 42台）
 ・iPad導入（小 42台）

2020 コロナウイルスによる休業措置
・個人所有端末を活用

ピクトグラム：ICOON MONO

Google

Classroom

Classi

校種を問わず法人全体で
使える唯一に近いサービス

2020/05/15
【第8回】4月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有
サイバーシンポジウム
（主催：国立情報学研究所）



まずはやってみるマインド①

ICTって、結局予算が取れないと進められないんだよね…

プロジェクタ →ヤフオクで3万程度
スクリーン  →新品で5万程度
取付工事 →1教室5万程度

全教室壁付プロジェクタ&マグネットスクリーン



予算も、そんなに必要ない。

プロジェクタ →ヤフオクで3万程度
スクリーン  →Amazonで5万程度
取付工事 →0円

付いてない特別教室→自分で付ける



予算も、そんなに必要ない。

プロジェクタ →ヤフオクで3万程度
スクリーン  →Amazonで5万程度
取付工事 →0円

付いてない特別教室→自分で付ける



プロジェクタの写りが良くないな……



• SwitchBot 1.5万程度

• Alexa 5000円程度

エアコンIoT化



（従前） フルスクラッチの「日出学園業務システム」

→時代の変化に対応できない

→内製システムであるメリットがない

（現在） 得意分野ごとにブラウザベースソフトウェアに分割

・校務支援→BLEND

・入試管理→miraicompass

・出張・経費精算→楽楽精算

・出退勤管理→勤次郎

・事務文書→サテライト・オフィス など。

校務支援システム「BLEND」について



発想の転換

システムを人に合わせる のではなく、 システムに人が合わせる

BLENDで使用している機能

○出欠管理（出席簿のみ → 併用 → BLEND統一）

○成績管理（旧システムのみ → 併用 → BLEND統一）

○帳票管理（通知表、指導要録、調査書など）

○保護者連絡（出欠席連絡,文書配信など）

○保健管理（保健室利用状況など）

△教員連絡／生徒連絡（→Googleサービス優勢）

✕学習管理（→Googleサービス優勢）

✕入試管理（→ミライコンパス）

✕進路管理（→手組みのスプレッドシート）

校務支援システム「BLEND」について



• ブラウザベースは、非常に便利

• 複数システムの使い分けの時代

• BLENDは中高一貫校にもそれなりにうまく対応（モード切
替が多少面倒）

• ポータルサイトの存在は大きい

各種システムへの所感（１人の利用者として）



• 僕自身は、2021年からICT担当を離れてしまっている

• 生成AIについては現状、「文科省のガイドラインに従う」「保護者の許
諾を得る」

• 授業内での活用は、現在学校で僕１名。

• 推進部署（メディア部）は導入について検討中。

• 「スタディポケット」（exaBaseみたいなもの）のデモを検討中？

生成AIについての現状



• 情報Ⅱは「プログラミングの学習」より,「実際の開発」が主。

• 指導要領上の主眼も、システム設計など大規模プログラム

僕自身の実践の所感

Python✕生成AI(3h)

Google Colabで実践

Processing✕生成AI(3h)

p5.jsで実践

作品・ゲームの説明資料を作成

（参考）
生成 AI を活用したプログラミング教育の実践
(東京学芸大学附属高等学校 飯田秀延先生）
第17回全国高等学校情報教育研究会全国大会



• 全員違うものを作っているのが、ま

ず驚きだった。

• aiにほとんど任せたが自分がai が打ってく

れたコードをそのたびにテストプレイして何

回も試行錯誤したので良いものがで

きたと思う。

• こんなに簡単にコードが書けてしまうとア

イデアやマーケティングなどで頑張

らなきゃいけないのかなと思いました

• 自分自身でも少し知識がついてプログラ

ミングの興味がより増しました！！

生成AIを活用した生徒の感想

• 自分が好きな音楽とプログラミング
で何か面白いものが作れないかと考
えDTMアプリを作りました！想像以上にリ
アルに作ることができたので楽しかったで
す。もう少しUIにこだわれるようにしたいで
す。

• いろいろなAIを使ってゲームを使ってみた
が、アイデアはChat GPT、無茶な提案には
grokが優れていて、プログラムを書くときは
geminiとdeepseekが優れていると思っ

た。 それぞれを組み合わせて、自分の
思った感じのプログラムを作ることが
できた。
生成AIに全て「お任せ」「個性消滅」
という流れにはおそらくならない



ただ「生成AI」については,ちょっと気になったことも……

• 本校では,高２に「人間と機械(倫理)」を設置。

• 「人間と機械の関係性」を考える「情報科」＋「倫理科」の融合科目

• 「情報技術」は本当に人を幸せにする？ そもそも幸せとは？人とは？

哲学・心理学・宗教の基礎を学んだ後の「人間と機械編」
・生成 AI で自己 PR 書を作成 [2h]
・AI議論①カウンセラーは人間であるべき？ [1h] 
・AI議論②「人間である」を私達はどう主張する？ [1h]
・AI議論③生成 AI は人類を“善く”するか？ [1h]
・生命倫理①〔機械の生命化〕ロボットに心はある？[1h]
・生命倫理②〔生命の機械化〕技術はどこまで進歩して良い？[1h]
・生命倫理③人間と機械の間で（攻殻機動隊を題材に） [2h]

11/14 千葉県私学教育研修会(地歴公民科）で研究授業予定（公民科として）



メディアルームに新しく入れた「ロボット」

Robot Friendly 
Project

メディアルームに住む
弱いロボット NICOBO



【倫理】あなたの考える『人間』と『機械』の理想の関係性を書いてく
ださい

「お互いを支え合い，共存していく」 といった対等な関係を望む

記述が全体の70%を占めた（残りは人間優位の関係25%，その

他5％，目視による分類）。

【情報Ⅱ】「生成AIにより世の中はどう変わる？」

・AIという武器で出来ることが圧倒的に増える

・AIに職業を奪われる問題を実感した

・独創性などAIに負けない能力を生かす

・今後は生成AIを使いこなすための知恵が必要

同じ指導者でもAI観は教科で変わる？（※コメントはあくまで代表的なもの）

２学期の頭に
情報Ⅱでも
倫理同様の内
容を実施予定。
生徒の記述の
方向性は変わ
るか？



授業で活用する場合
• 生成AIに触れる経験
• 「自己肯定感」の維持（付き合い方を考える）
• 背景にある社会的課題の理解

活用しない場面では
• 活用しない理由の明確化（これはICTと同じ）
• 例えば僕の中では、

「情報Ⅰ」→生成AIを使わず。プログラミングで「思考法」を学ぶ

「情報Ⅱ」→生成AIをともかく使う。コンテンツを作成する

と切り分けている。

僕自身が生成AIによる教育で必要だと思うこと



それでは話を生成AIに戻し……

具体的な利用場面
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AIの概要と社会変化

（おまけ)日出学園ICTの推進事例

1

具体的な利用場面

教育界におけるAI



使いすぎていて列挙できない！ →これもAIに頼もう

例えば……武善はどのタイミングでAIを使っている



平日業務編

7:30〜8:15｜登校前・電車の中
• 保護者への連絡文をChatGPTで添削（敬語・柔らかさを調整）
• 提出書類の期日リマインド → 高圧的にならず、やんわり伝えるトーンに修正してもらう
• 授業導入で話す小ネタや問いのブラッシュアップ

9:00〜16:00｜授業・校務
• 授業教材づくり（問いの精緻化、例の生成）
• 指導要録や通知表所見などの文案作成
• 面接練習の質問項目作成や、志望理由書の添削
• 仕事中のPCトラブル,操作の質問（WordファイルをPDFに一括変換する良い方法）
• 文書や画像のテキスト化、教材に入れる図や画像の説明文を生成、試験問題の作成

16:30〜｜放課後・準備時間
• Google Apps Script （自動投稿通知システム）のバグ修正
• 各種報告書の文案作成
• 研究授業・校内研修の発表資料・スライドへの改善・批評
• 複雑な文書の要約,読み取り（昨年と今年で、僕の税金はどれくらい変化している？）

例えば……武善はどのタイミングでAIを使っている



プライベート・休日編

例えば……武善はどのタイミングでAIを使っている

 イベント・旅行計画
• 「北千住から行けて空いてる花火大会ある？」など、地域×日付×混雑回避条件で提案

 登山・アウトドアで
• 身体の不調もAIに相談（登山後の腹痛や下痢、膝の痛みへの対処法を緊急相談）
• デルモゾールの代用やワセリンの代用品など、自宅・コンビニで対応できる範囲を提示
• 「明日は歩けるか？」「何なら食べて良い？」の判断材料としても活用

 買い物相談・ガジェット選び
• 予算・目的・使い方に合わせたパソコン購入のアドバイスを相談例
• 使用感・素材比較、商品選定

 日常の雑談・思考整理
• 「LOVOTの鳴き声って、チョコボに似てない？」→ AIが共感＋分析
• 日々の悩みもAIに渡して整理。一人で考え込まない“話し相手”としての役割も



• 息を吸うようにAIを使う

• 頭の良い東大生に24時間質問し放題

• 生成AIは正解を求める「検索ツール」ではなく、

思考を引き出す「発想ツール」である

✕「新しく学ぶことが負担」「追いつくのが大変」

→今までのICTとは全く異なる

生成AIに対する意識改革

https://www.zenkojoken.jp/17aichi/20240411275/
第17回全国高等学校情報教育研究会全国大会（愛知大会）

生成AI研究校としての取り組み
東京都立小岩高等学校 椋本 哲也

https://www.zenkojoken.jp/17aichi/20240411275/
https://www.zenkojoken.jp/17aichi/20240411275/
https://www.zenkojoken.jp/17aichi/20240411275/
https://www.zenkojoken.jp/17aichi/20240411275/
https://www.zenkojoken.jp/17aichi/20240411275/


• Googleのサービス。本郷高校教職員も全員が利用可能

• 安全性
• Gemini では私のデータはどのように扱われますか？

• 組織のデータが含まれているタスクに Gemini を使用する場合、Gemini はプ
ロンプトに応答するためにのみ使用されます。お客様のデータが、Gemini など
の生成 AI モデルのトレーニングや改善に使用されることはありません。

• 2025年8月より18歳未満の利用も解禁

今日のセミナーで実施するのはGemini＆Notebook LM



Google、「Gemini」に学習支援モード「ガイド付き学習」を追
加（2025/8/6）

ユーザーが単に答えを得るだけでなく、理解を深め、批判的思考スキル
を構築することを目的とした新機能

（あとで実演）

Geminiは今後伸びる①



•グーグル、画像編集AI「nano banana」を
「Gemini」に統合(2025/8/26）

•現在はプレビュー版をAI Studioで利用可能

※ただしGoogle Workspaceサービス対象外の為、注意。

実演

Geminiは今後伸びる②



（復習）Geminiについては前回の講演と同様



場面

• 英語の問題作成時にフェイクの選択肢を作ってもらう

• 今まではGoogle検索で調べていたものを、ほとんど生成AIに置
き換えている。

• Chat GPT 計算問題の数字設定をしたり、授業の小ネタを単元
名から紹介してもらう。

• 英作文の添削補助

• Gammasでスライドを作成することが最近は多いです

• 課題やワークシートをAIに答えさせた場合の確認（史実等や実際
的な内容の差異を確認するため）。

本郷高校の先生方のご知見



1.メールの添削

以下のメールへの返事を書いてみましょう。

◯◯先生へ
お世話になっております。田中の保護者、田中花子と申します。

（ChatGPT作）



2.壁打ち（授業のアイディア編）

壁打ち

ユーザーがChatGPTを相手に考えやアイデアを整理したり、問題解決の
糸口を見つけたりするための方法

あなたの授業において、学習内容に関連した生徒同士の議論を10分間行
う時間を設けるとします。自身の授業をもとに、議論のテーマを設定して
ください。

例（僕の場合）

・倫理の時間に「ソクラテス」を学んだ。

・数学の時間に「三角関数」を学んだ。

・情報の時間に「ネットワークの仕組み」を学んだ。



• 「学習内容」をもとに、試験の問題を作ってみましょう。自作のプリントを
アップロードしたり、単元名を伝えたり、テキストデータをアップロードし
てみます。

（new)3.作問 ＆ 学習ガイド機能

例（授業プリントのコピー）
著作権法の目的（著作権法第１条）
文化的所産の公正な利用に留意しつつ，著作者等の権利の保護を図り，もって文
化の発展に寄与することを目的とする。
①例外規定：別名、権利制限規定。例外的な場合には，著作権を制限して，著作権
者などに許諾を得ることなく利用できる（教育機関における複製」などが該当）
②引用：例外規定の１つで、他人の著作物を許諾なしに利用できる方法。但し、「主
従関係が明確である」「引用部分がはっきりわかる」引用する必要性がある「出典元
が明記されている」「改変しない」のルールを守る必要がある。
③保護期間の設定：著作者の死亡から70 年後，著作財産権は消滅する（著作者人
格権は、作者の死亡と共に消滅する）。ex.青空文庫



• 本日の資料をアップロードして、内容をまとめてもらいましょう。

(new)4.資料の要約



Gem

Geminiのカスタマイズバージョン。特定の目的やガイドラインに基
づいて応答を最適化する。

実演

(new)5. Gemの活用



生成AIの課題

幻覚（hallucination）
人工知能が学習したデータからは正当化できないはずの回答を堂々と

する現象→AIの出力を確認する能力



ハルシネーションを起こした具体例



ハルシネーションを起こした具体例



生成AIの最近の課題

Sycophancy（ごますり）問題
ユーザーの発言に過剰に同意し、追従するようになってしまっている。



プロンプトの工夫による解決





更に続く厳しめアドバイス



• Sycophancy問題はOpenAI社も課題と認識

• 2025年8月上旬、OpenAIはChatGPTの既定モデルを
GPT-5へ切り替え

• これに対してSNSで#keep4o / #Forever4oのハッ
シュタグ運動が広がり、4oの継続利用を求める声が急速に
拡大。

• 4oは対話の“温かさ”や相談相手としての親和性で支持され
ており、切り替え後に「会話の雰囲気が変わった」「支えを
失った」といった投稿が相次いだ。

Sycophancy問題のその後



プロンプトの工夫

• 「中学生にも分かるように教えて」など指示を出すと、生
徒に教える際にも役立つ。

• 「最適な回答を生成するにあたって不明な点があれば事
前に尋ねてください」などプロンプトを工夫すると、自分
のイメージに近い画像が生成できる。

本郷高校の先生方のご知見



実演

• 電子工作中にも使用（完全チャット）

最近は、音声認識も便利（むしろこの方が多い？）



• Googleが開発したAIアシスタントツール
• ユーザー自身のノートや資料をもとに対話型で情報整理・学習を支援
する。

• 資料をアップロードして使う
• ユーザーがGoogle DocsやPDF、テキストファイルなどをアップ
ロードすると、それを基にAIが質問への回答や要約を生成できる。

• 「自分の情報に基づいた答えをくれる」ことを重視

（ハルシネーション対応としても便利）

Notebook LMとは？



実例１．

自分の授業プリントを入れてみた

実例２．

動画の文字起こしをさせてみた

実例３．

今日の講演会のスライドを入れてみた

その他.

「職場の業績評価制度」を食わせてみた（説明のみ）

「日出祭マニュアル」などにも応用可能

Notebook LM 実演



• しばらくは「生成ＡＩの活用力」前提の人材が必要とされる

• 「生成ＡＩの活用力」＝上司として部下に指示する能力

• 今までの採用→「使える部下」となる人材（下積み前提）

• これからの採用→いきなり「上司」力を問われる（部下は不要。
ＡＩ）

• 各種「専門学校」も方針転換

• 生成ＡＩに関して,「教育」の形も変わるのは,間違いない。

(おまけ) 今後,必要になっていく力,世の中の構造



以上で本日の全体会の内容は終わりです

2

3

AIの概要と社会変化

（おまけ)日出学園ICTの推進事例

1

具体的な利用場面

教育界におけるAI

４

• 後半はグループに分かれて、実際に活用をしてみて下さい。

• 全員が生成AIに触れる環境を作ることが今日の目標です。
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